令和８年度　入学式辞　R８４０８子育てヒント



	おはようございます！
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	一気に春が進み、学校の桜も満開となりました。この佳き日に、ご来賓にPTA会長山下大介様、他多くのご来賓をお迎えし、また、保護者の皆様のご列席をいただき、入学式が開催できますこと誠にありがとうございます。


	　　26名の新入生の皆さん、入学おめでとうございます。座り方も上手で立派ですね。
さて、皆さんは今日から高龍小学校の仲間です。私たちは、皆さんの入学を楽しみに待っていました。今日は、皆さんに２つのお願いをします。

一つ目は、コウノトリです！入口近くにコウノトリハウスがあります。後ろに居る、今の５年生のアイデアで作られました。すごいです。勉強したら、こんな大きな建物を建てられたり、ふるさと久美浜のことを学んだり、できるのです。教科書だけでなく、広く深く　いろんな人やもの、こととつながり、考える事を大切にしましょう。めあては、「つながり深く　子ども主役の学校」です。

二つ目のお願いは「人に頼らず、自分でする」ってことです。小学生になった皆さん、後ろにいる２～６年生は「自分の事は自分でしっかりとやります」例えば、給食の準備、運動会や大繩大会の取組等、先生達といっしょに自分たちで考え動き進めています。そんな先輩を見習いましょう。お家でも自分のことは自分でします。


	保護者の皆様、本日はお子様のご入学、誠におめでとうございます。本校は「つながり　を深め　子ども主役の学校」を目指し「子どもたちが中心で考え、動くことを優先した教育活動」を進めています。どうぞご理解ご協力よろしくお願いいたします。
この４月からは、今までとは違い、子どもに任せ、考えさせ、つつも、各家庭では一定手放し、寄り添い支えてあげられるとよいかもしれません。ただし、安易に学校を休ませたりせず、お家から学校へ送り出すことは最優先にしてください。
また、差し出がましいかもしれませんが、子育てにおいて「大切にすべき５つのコミュニケーション」があると言われます。「言葉」で愛を伝える。「スキンシップ」により伝える。ともに過ごす「時間」を持つ。時には「贈り物」に愛をこめて渡す。最後、5.つ目。相手の望む「サービス」を行うことだそうです。子どもを良く観察し、どの愛情を子どもが望んでいるのか、さぐったり、子どもに選択肢を与えたりしたいです。今後６年間、大切なお子様をお預かりします。私たち教職員一同、かけがえのないお子様の成長を、PTAや地域の皆様のお力添えのもと、学校と家庭が歩調を合わせて育んでいきます、ご理解ご協力よろしくお願いいたします。


	結びになりますが、本日は、多数のご来賓や保護者の皆様にご出席いただき、このように入学式を挙行できますことはこの上ない喜びであります。ぜひそれぞれのお立場からお力添えをいただけますようお願い申し上げます。

　　　令和８年４月８日　京丹後市立高龍小学校長　杉本智



